
No.900 昭和55年 9月1日綴水と緑と花のまち綴潟縫，

市政だより
の動き

8月 1日現在 前 月 比

人 口 計 6 5.6 3 1 -135 
男 31.5 9 5 -92 
女 34.0 3 6 -43 

世帯数 1 8.9 3 7 -42 
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ミみんなで美しい町iζミを合言葉に 8月24日、午前

7時のサイレンを合図に市民大清掃が行われました。みんなで 市役所玄関前の中央会場では、各種団体や個人参加

の人など多数が参加して開会式があり、環境美化など

に貢献された団体(古城鶴亀会、中岳上薗隣保班)や美しし、町に 個人(宮原寅作さん、和田新吉さん)の表彰のあと、

3班iと分れて大上戸川、旧円融寺、大村公園の清掃を

行いました。また、各町内や家庭でもいっせいに行わ

市民大清掃で汗ながす れ、市民総ぐるみの大清掃が展開されました。
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十一長寿を祝い-一一一一一一一……一一v

一一号毅女老金ななヤど贈呈 =三〉ヘ己Z 

老人福祉週間

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週

間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
乙

ら
れ
ま
し
た
。

長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
っ
ち

か
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
社
会

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。こ

う
し
た
こ
と
が
、
お
年
寄
り

の
生
き
が
い
に
な
る
と
同
時
に
、

世
代
を
乙
え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会

を
共
に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で

す。

長 70
寿歳
を以
祝上
いの
敬人
老に
金

長
寿
を
祝
福
し
、
敬
老
の
意
を

表
す
る
た
め
敬
老
金
を
贈
室
し
ま

す。対
象
者
九
月
一
日
現
在
、
本
市

に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
七

十
歳
以
上
の
人

金
額

。
七
十

t
七
十
四
歳
五
千
円

。
七
十
五

t
七
十
九
歳
八
千
円

。
八
十

t
八
十
四
歳
一
万
円

。
八
十
五

t
八
十
九
歳
一
万
二

千
円

。
九
十
歳
以
上

一
万
五
千
円

※
な
お
、
七
十
七

t
八
十
七
歳
の

人
に
六
千
円
、
八
十
八
歳
以
上

の
人
に
八
千
円
、
県
の
敬
老
祝

金
も
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

贈
呈
日
時
九
月
十
日

t
十
二
日

の
間
で
、
該
当
者
に
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
通

知
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
指
定

の
日
時
、
場
所
で
お
受
け
と
り

下
さ
い
。

見ね
舞た
金き

り
の
老
人

対
象
者
九
月
一
日
現
在
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
で
、
本
市
に
一

年
以
上
居
住
し
六
カ
月
以
上
ね

た
き
り
の
人

一
万
八
千
円

金
額

二 通 通 ほ 世 なも五で 勢 ~、
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:品に 90i 
守を記歳:

贈 念 に
呈写な

真ら
とれ
記た
念 人

念金
品婚
を式
贈該
呈当

者

記

本
市
に

一
年
以
上
居
住
し
、
九

月
十
五
日
現
在
で
婚
姻
し
た
日
か

ら
満
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦

(
八
月
十
五
日
号
の
市
政
だ
よ
り

で
詳
報
)
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
な
お
、

記
念
品
の
贈
呈
に
つ

い
て
は
、
後
日
該
当
者
に
通
知
し

困
圃

困

-
老
人
作
品
展
を
開
催

ま
す
。

置
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

て
下
さ
い
。

対
象

七
十
歳
以
上
の
人

期

間

九

月
十
五
日

t
二
十

一
日

(
一
人
一

回
)

-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を
無

料
開
放

回

期
間
中
に
は
講
話
、
敬
老
演
芸

会
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

対

象

市

内
居
住
者
で
六
十
歳
以

上
の
人

期
間

九
月
十
四
日

1
十
六
日

-
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大

ム一品

-
入
浴
料
の
特
別
奉
仕

場日
所時

十
月
二
十
二
日

諌
早
市
県
営
陸
上
競
技
場

(
福
祉
課
)

創
作
品
(
手
芸
品
、
工
芸
品
、

書
、
画
、
盆
栽
な
ど
)
を
展
示
し

ま
す
。

公
衆
浴
場
組
合
で
は
、
入
浴
料

の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま
す
。
入
浴

の
際
、
老
人
保
健
手
帳
を
提
示
し

期
間

九
月
十
三
日

l
十
七
日

200組目の利用者

野岳湖のバンガロー

昭和53年 4月i手オープンした野岳的j

キャンプ場のパンガロー(3棟)は、

これまでに6.000人を超える利用者が

あり、このほど 1泊した長崎市山里中

1年 6組のクラス会が 200組目 となり

市から記念品を贈 りました。今後も

100組目ごとに 贈る予定です。

なお、キャンプ場は 1年を通じて利

用できますので、どうぞご利用下さい

申込は、 野岳湖キャンプ場管理事務

所(富⑤-8254)か商工観光課(雷

③-4111)へどうぞ。

国
保
だ
よ
り

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

速
や
か
に
届
け
出
を
ノ

交
通
事
故
は
毎
日
お
き
て
い
ま

す
。
い
つ
私
た
ち
の
身
に
ふ
り
か

か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん。

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
い
、

医
療
機
関
で
国
民
健
康
保
険
証
を

使
っ

て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
と
き

は
、
事
前
に
市
役
所
の
保
険
係
へ

届
け
(
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
被

害
届
)
を
し
て
下
さ
い
。

国
保
で
治
療
を
受
け
る
乙
と
は

で
き
ま
す
が
、
そ
の
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が

負
担
す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す

国
保
で
は
、
医
療
費
の
七
割
を

加
害
者
に
か
わ
っ
て

一
時
立
替
え

る
乙
と
に
よ
り
、
そ
の
立
替
分
を

被
害
者
に
か
わ
っ
て
加
害
者
に
請

求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す。
交
通
事
故
を
お
乙
さ
な
い
、

交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
、
健
康
な
家

庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

O 

。
O 

咋
年
九
月
十
六
日

t
本
年
九
月

十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に
な

ら
れ
た
人
に
記
念
写
真
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

N
B
C
で
ス
ポ
ッ
ト

放
映

国
保
は
、
健
康
管
理
に
必
要
な

制
度
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
年
を
追
う
に
つ

れ
医
療
費
が
急
激
に
増
大
し
て
お

り
、
被
保
険
者
が
負
担
し
て
い
る

国
保
税
も
最
悪
の
と
乙
ろ
ま
で
き

O 

f 明日からの J 
~雇用プランに身障者をJ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
乙
と
で
、
ど
理
解

と
ど
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、

ス
ポ
ッ

ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
視
聴
下
さ
い
。

タ
イ
ト
ル

健
康
づ
く
り

放
映
時
間

毎
週
火
曜
日
H

午
後

六
時
五
十

一
分
l
五
十
三
分
の

問
(
ニ
ュ

1
ス
コ
ー
プ
の
あ
と
)

毎
週
水
曜
日
H

午
後
六
時
五
十

三
分

t
五
十
七
分
の
間
(
み
ん

な
と
も
だ
ち
の
あ
と
)

(
保
険
年
金
課
)

O 

O 

生
き
が
い
を
見
出
し
て
い
く
乙
と

に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
昭
和
五
十
六
年
は
国
際

連
合
が
提
唱
す
る
「
国
際
障
害
者

年
」
で
す
。
心
身
障
害
者
の
一
用

促
進
の
た
め
、
心
身
障
害
者
自
身

の
職
業
自
立
の
自
覚
と
不
断
の
努

力
や
国
民
一
般
、
事
業
主
の
深
い

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に

間は促進月9 月

よ
り
、

就
職
援
護
制
度
を
活
用
し

身
障
者
を
一
人
で
も
多
く
雇
用
さ

れ
、
心
身
障
害
者
が
持
っ
て
い
る

心
身
障
害
者
の
福
祉
の
基
本
は
す
ば
ら
し
い
能
力
を
い
か
せ
る
よ

職
業
を
通
じ
て
自
立
を
図
り
、

健

う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

康
な
人
と
と
も
に
社
会
の
一
員
と
※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
公
共

し
て
社
会
経
済
活
動
に
参
加
し、

職
業
安
定
所
へ
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圃

1
歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象
昭
和
五
十
四
年
二
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
三
年

一
一
談
一

-

一

担

一

一
「
軒
町
相
談
J

一

(

飢

月

第

二

木

曜

日

)

一

日

時

九

月

十

一

日

一

午

前

九

時

三

十

分

l
正
午

一
(
登
記
相
談
)

-

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

※
 

九
月

t
五
十
四
年
一
月
生
ま
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ

日
時
九
月
十
九
日
、
二
十
六
日

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
及
び
送
付
し
ま

し
た
問
診
票
を
記
入
の
う
え
、

必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

も

よ

お

し

-
長
崎
空
港
開
港
5
周
年

空
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

長
崎
空
港
開
港
五
周
年
行
事
の

一
環
と
し
て
、
多
彩
な
空
の
シ
ヨ

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
こ
相
談
下
さ
い

日
時

九
月
十
二
日

ウ
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
ぞ
っ
て

ど
観
覧
下
さ
い
。

日
時

九
月
十
四
日
(
日
)

雨
天
順
延
(
九
月
十
五
日
)

場
所
市
役
所
よ
乙
埋
立
地
(
ト

ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
)

※
駐
車
は
ボ

l
ト
場
の
駐
車
場
に

限
り
ま
す
。

内
容
@
摸
型
航
空
機
大
会
(
午

前
八
時
l
午
後
四
時
)
@
落

下
傘
降
下
(
午
前
十
一
時

t
正

午
)
@
モ
ー
タ
ー
ハ
ン
グ
ラ

イ
ダ
ー
(
正
午
1
一
時
)

抽
選
会
特
賞
は
上
海
!
大
村
招

待
、
ほ
か
に
賞
品
多
数
(
午
後

一
時
締
切
り
、
二
時
か
ら
抽
選

た
だ
ち
に
発
表
し
ま
す
)

整
理
券
を
発
行

当
日
は
入
場
整

午
前
十
時

t
午
後
三
時

(交:
日 i通 i
時 1事 1

!故 i
九 1相 1
月 i談;

十

日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

!法i
i律 1

1相 i
r-.談!
毎 L-J
月
第

水
曜
日

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談
一

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

日
時

九
月
十
七
日

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
グ

日
時

九
月
二
十
四
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

献
血
車
巡
回
目

理
券
(
無
料
、
抽
選
番
号
っ
き
)

加
必
要
で
す
。
券
は
次
の
団
体

の
窓
口
か
、
市
内
の
酒
庖
に
申

込
ん
で
下
さ
い
。

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
商

工
会
議
所
青
年
部
、
青
年
団
連

絡
協
議
会
、
青
年
会
議
所
、
市

商
工
観
光
課

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
へ

国
大
村
・
諌
阜

市
民
劇
場
例
会

文
学
座『乱

H

か
な
女
覚
え
書
」

日
時
九
月
二
十
七
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

主
催
大
村
、
諌
早
市
民
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村
・
諌
早
市
民
劇

場
事
務
局
(
宮
③
|
三
七
二
九
)

ま
た
は
社
会
教
育
'
課
へ

-
第

2
田
市
民
の
タ
ベ

市
民
が
一
同
に
集
い
、
意
見
交

換
を
通
し
て
伸
び
ゆ
く
大
村
の
未

来
像
を
探
ろ
う
と
い
う
催
し
で
す

な
お
、
主
催
者
で
は
、
市
民
の
中

か
ら
質
問
者
、
意
見
発
表
者
を
若

干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
ご
質
問
、
ど
意
見
の
あ
ら

ま
し
を
明
記
し
て
主
催
者
ま
で
お

申
込
み
下
さ
い
。

9
月

m日

m時
iη
時

一
被
爆
者
特
別
養
護
ホ
l

ム

一

一
グ
か
め
だ
け
グ
ガ
オ
ー
ブ
ン
一

一
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
被
入
所
資
格
被
爆
者
で
身
体
上
一

一
爆
者
特
別
養
護
ホ

l
ム
「
か
め
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
一

一
だ
け
」
が
完
成
、
七
月
二
十
一
た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
一

一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
し
、
居
宅
で
介
護
を
受
け
る
一

一

入

所

希

望

者

は

福

祉

課

へ

申

と

と

が

困

難

な

入

居

一

し

出

て

下

さ

い

。

収

容

定

員

五

十

人

一

-

所

在

地

西

彼

杵

郡

西

彼

町

※

詳

し

く

は

福

祉

課

へ

-

日
時
九
月
十
四
日
(
日
)

午
後
一
時
三
十
分

t
五
時
ま
で

場
所
市
民
会
館
ホ

l
ル

主
催
(
社
)
大
村
青
年
会
議
所

(
杭
出
津
一
丁
目
七
七

O
、
富

②
|
六
一
二
九
一
)

(
企
画
課
)

-
天
然
記
念
物

日
本
犬
観
賞
会

秋
田
犬
(
大
型
)
四
国
犬
な
ど

(
中
型
)
柴
犬
(
小
型
)
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
参
考

犬
(
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
秋
田
犬
菊
号
)
も
出
陳
し
ま
す

日
時
九
月
十
四
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

場
所
大
村
競
艇
場
駐
車
場

出
陳
料
二
千
円

市
役
所
玄
関
前

講
師
沢
村
先
生
、
芳
田
先
生

申
込
先
社
団
法
人
日
本
犬
保
存

会
大
村
分
会
(
寺
田
末
雄
日
富

③
l
六
七
三
四
、
赤
佐
古
町
四

四
九
、
金
山
正
義
U
曾
③
i
二

八
三
二
、
乾
馬
場
町
七
九
七
|

四
)

※
全
犬
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
あ
り
、
飼

育
相
談
な
ど
に
も
応
じ
ま
す
。

弁
当
も
あ
り
ま
す
。

(
農
林
水
産
課
)



昭和55年 9月 1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111¥

りおおむ市政だより(5) 

※ 

耳

と

手

:集:

-
昭
和
町
年
の
歌
会
始

の
お
題
と
一
詠
進
歌
の

一
詠
進
要
領

お
題

『音
』

お
と
の
ほ
か
に
お
ん
、
ね
、
響

き
な
ど
と
詠
ん
で
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領

。
自
作
の
歌
手
一
人
一
首
、
未
発

-表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

。
用
紙
は
半
紙
、
毛
筆
で
自
書
し

て
下
さ
い
。

。
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き

一一一一口

葉

相

談

の

な
い
場
合
は
代
筆
で
も
差
し
支
，

え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の
理

由
を
書
い
た
別
紙
を
添
え
て
下

さ
い
。
な
お
、
盲
人
の
方
は
点

字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

。
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

聞
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、

左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
本
名
、
ふ
り
が
な
っ
き
)

生
年
月
日
、
職
業
(
な
る
べ
く

具
体
的
に
)
を
書
い
て
下
さ
い

詠
進
期
間
九
月
一
日

t
十
月
十

一
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

送
り
先
〒
一

0
0、
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
、

宮

内
庁
で
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

(
広
報
公
聴
課
)

一
若
桜
子
ど
も
会

/

一

一

全

国

表

彰

を

受

け

る

/

一

一
七
月
二
十
七
日

t
三
十
一
日
ク
リ
ェ

l
シ
ヨ
ン
、
伝
承
芸
能
一

一
ま
で
、
福
島
県
の
国
立
那
須
甲
「
鍬
お
ど
り
」
な
ど
の
活
動
を
一

一
子
少
年
自
然
の
家
で
開
催
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一

一
た
全
国
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
な
お
、
市
内
の
子
ど
も
会
で
一

一
究
集
会
で
本
市
の
若
桜
子
ど
も
は
水
田
子
ど
も
会
(
昭
和
五
十
一

一
会
が
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
一
年
)
に
続
い
て
二
度
目
の
全
一

一
乙
れ
は
、
昭
和
三
十
四
年
発
国
表
彰
で

す

。

-

一
足
以
来
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
(
少
年
セ
ン
タ
ー
)
一

日

9
月
初
日
(
土
)

午
後
1
時

I
3時

-
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ア

イ
デ
ア

省
資
源
運
動
長
崎
県
推
進
会
議

で
は
、
ェ
、
不
ル
ギ
1
の
上
手
な
使

い
方
、
ェ
、
不
ル
ギ
l
節
約
の
具
体

的
実
践
例
、
生
活
の
中
で
工
、
不
ル

ギ
ー
を
ム
ダ
な
く
大
切
に
使
う
た

め
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
く
ら
し
の
中
の
省
ェ、不

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
提
案

応
募
締
切
十
月
三
十
日

応
募
方
法
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
程
度
で
、
末
尾
に
住
所、

氏
名
、
職
業
、
年
令
、
郵
便
番

号
、
電
話
番
号
を
明
記
の
乙
と

送
り
先
県
生
活
福
祉
部
生
活
課

内
、
省
資
源
運
動
長
崎
県
推
進

会
議
(
長
崎
市
江
戸
町
二
|
一

一一一)

入
選
発
表

十
二
月
下
旬

(商
工
観
光
課
)

-
心
身
障
害
者
雇
用
促

進
運
動
の
標
語

心
身
障
害
者
の
雇
用
の

テ
ー
マ

促
進

応
募
要
領
官
製
ハ
ガ
キ
に
標
語

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
を
明
記
の
乙
と

送
り
先
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

協
会
業
務
部
管
理
課
(
東
京
都

港
区
虎
ノ
門
一
l
l
九
l
一一)

締
切
九
月
三
十
日

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

-
叩
月
期
能
力
再
開
発

訓
練
生

特
典
と
し
て
雇
用
保
険
の
延
長

訓
練
手
当
、
受
講
手
当
が
あ
り
、

授
業
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
就

職
の
あ
っ
せ
ん
も
し
ま
す
。

募
集
科
目
・
訓
練
期
間

板
金
科
(
一
年
)

建
築
科
(
一
年
〉

溶
接
科
(
一
年
)

対

象

者

職
業
を
転
換
し
よ
う
と

す
る
人
、
新
た
な
職
業
に
つ
こ

う
と
す
る
人
で
公
共
職
業
安
定

所
長
の
入
校
指
示
を
受
け
た
人

入
校
日
十
月
上
旬
(
予
定
)

訓
練
施
設
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
ハ
諌
早
市
小
船
越
町
一

一
一
三
)

募
集
期
限
九
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
(
曾
諌
早
②
|
二
三
二

三
〉
ま
た
は
大
村
公
共
職
業
安

定
所
(
曾
②
|
一
二

O
一
)
市

商
工
観
光
課
へ

• 警

察

官

受
付
期
間

ま
で

第
一
次
試
験

九
月
五
日

t
二
十
日

十
月
二
十
六
日

福
祉
セ
ン
タ
ー

受
験
資
格
昭
和
二
十
八
年
四
月

一一日

t
三
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
(
四
年
生

大
学
卒
業
者
及
び
来
年
三
月
卒

業
見
込
の
人
を
除
く
)

※
詳
し
く
は
警
察
者
、
派
出
所
へ

(
大
村
警
察
署
)

-

郵

政

職

員

(
九
州
管
内
の
外
務
醸
員
)

募
集
期
間
九
月
一
日

t
十
日
ま

で
(
当
日
消
印
有
効
)

援
用
予
定
人
員
約
二
百
人

第
一
次
試
験
十
月
十
二
日
(
長

崎
市
、
佐
世
保
市
な
ど
十
七
カ

所
で
)

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
へ

• 自

衛

F晶、
員

〔
航
空
学
生
〕

資
格
十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満

の
男
子
で
高
校
卒
業
者
(
来
春

卒
業
見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
間
九
月
二
十
六
日
ま
で

こ
般
曹
候
補
生
〕

資
格
十
八
蔵
以
上
二
十
歳
未
満

の
男
子
で
高
校
卒
業
者
(
来
春

卒
業
見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
間
九
月
二
十
九
日
ま
で

〔
ニ
等
陸
・
海
・
空
士
〕

資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
以
上

の
人

募
集
期
間

晴
時

※
詳
し
く
は
募
集
事
務
所
(
向
陽

高
校
前
)
ま
た
は
市
民
課
へ

~~9月は国民健康保険税(2期)の納期です)
"< ~ 1胤ロ刈

任y¥速をl) 納期内に納め ま し よ う i 

~~させ込 税務課:



(6) 

ス
ポ

I
ヅ

り

-
勤
労
青
少
年
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
成
績

お お む

勤
労
青
少
年
福
祉
法
施
行
十
周

年
記
念
「
勤
労
青
少
年
の
日
」
ボ
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ー
リ
ン
グ
大
会
が
八
月
五
日
、
二

十
七
チ
i
ム
(
百
三
十
五
人
)
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
久
田
組
②
九
州
電
通
③
西
大
村

青
年
団
④
ホ

i
ム
卓
愛
会
B
⑤
市

青
年
団
連
絡
協
議
会

モ

の

勉

一

省

資

源

の

時

代

で

す

一

一
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
約
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
簡
素
一

一
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
き
ま
し
化
し
、
心
の
こ
も
っ
た
行
事
と
一

一
た
が
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
す
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
一

一
で
は
八
月
十

一
日
の
幹
事
会
で
ご
協
力
を
お
顧
い
す
る
こ
と
に
一

一

こ

れ

ま

で

の

物

資

的

な

量

の

豊

な

り

ま

し

た

。

一

一
か
さ
か
ら
、
よ
り
人
間
性
豊

か

ど

協

力

を
お
願
い
し
ま
す
。
一

一

な

質

的

面

で

充

実

し

た

生

活

意

(

社

会

教

育

課

)

一

一

識

を

高

め

、

冠

婚

葬

祭

な

ど

に

一

査
、
時
計
修
理
、
油
圧
装
置
調

整
、
縫
製
機
械
整
備
、
農
業
機

械
整
備
、
冷
凍
空
気
調
和
機
器

施
工
、
和
裁
、
寝
具
製
作
、

帆

布
製
品
製
造
、
み
そ
製
造
、
酒

造
、
建
築
大
工
、
配
管
、
か
わ

ら
ぶ
き
、
浴
そ
う
設
備
施
工
、

型
わ
く
施
工
、
鉄
筋
組
立
て
、

防
水
施
行
、
カ
ー
テ
ン
施
工
、

ガ
ラ
ス
施
工
、
建
築
透
視
図
製

作
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
建
築
製
図
、
機
械

製
図
、
電
気
製
図
、
構
造
物
現

図
製
作
、
印
章
彫
刻
、
義
肢
、

式
.
昭
和
町
年
度

制

技

能

検

定

るよ
申
込
期
間
十
月
一
日

t
十
三
臼

劃

ま

で

射
実
施
期
間
十
二
月
六
日

t
来
年

戸
二
月
二
十
八
日
の
聞
に
別
に
指

定
す
る
日

実
施
職
種
放
電
加
工
、
機
械
検

八
後
期
)

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

楽

部

、

演
劇
部

(
下
川
ツ
ル
エ
一

先
生
ほ
か
一二
十
七
人
〉
三
味
線
一

四
郎
)
大
型
テ
ン
ト
一
式
百
五
十
六
円
マ
妙
宣
寺
(
矢

演
奏
と
演
劇
マ
松
原
老
人
会
-

一

(
香

典

返

し

…
敬

称

略

上

郷

・

小

佐

々

恵

明

)

慈

恵

荘

一

一
一揖
寄
付

ん
敬

称

略

(

田

中

勝

一

ほ

か

三

十

人

)

慰

一

へ
五
万
円
マ
佐
世
保
花
王
製

'

社

会

福

祉

事

業

費

へ

間

と

お

し

ぼ

り

六

十

枚

マ

大

一

一

マ

柳

ス

ミ

子

(

坂

口

町

・

亡

夫

社

会

福

祉

事

業

費

へ

品

販

売

株

式

会

社
(
佐
世
保
市
)
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
長
谷
川

一

一
忠
夫
)
五
万
円
マ
大
塚
ム
ラ
マ
横
田
肇
(
池
田
一
丁
目
)
金
慈
恵
荘
へ
粉
石
け
ん
二
十
箱
、

俊
子
ほ
か
六
人
)
慰

問

マ

佐

一

一

(

古

町

一

丁

目

・

亡

五

女

信

子

)

一

封

殺

虫

剤

五

十

本

、

歯

ミ

ガ

キ

粉

世

保

花

王

製

品

販

売

株

式

会

社

一

一

五

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

三

十

本

(

佐

世

保

市

)

粉

石

け

ん

十

箱

一

一

野

岳

キ

ャ

ン

プ

場

ヘ

マ

赤

水

清

春

(

本

町

二

丁

目

)

清

和

圏

へ

殺

虫

剤

五

十

本

、

歯

ミ

ガ

キ

粉

-

一
マ
扶
美
代
(
四
の
郷
・
亡
夫
清
大
村
子
供
の
家
へ
三
万
三
千
八

マ
長
崎
市
立
桜
馬
場
中
学
校
邦

三

十

本

一

装
具
製
作
、
園
芸
、
塗
料
調
色

合
格
発
表

来
年
三
月
二
十
七
日

資
格
合
格
者
に
は
一
級
、
二
級

技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る

※
詳
し
く
は
県
職
業
訓
練
課
(
富

長
崎
匂
|
六
四
五
四
)
ま
た
は

市
商
工
観
工
課
へ

-
戦
没
者
な
ど
の
国
庫

債
券
を
買
上
げ

戦
没
者
、
戦
傷
病
者
の
遺
族
な

ど
で
次
の
国
庫
債
券
を
持
っ
て
い

る
人
を
対
象
に
債
券
を
買
上
げ
償

還
し
ま
す
。

買
上
げ
条
件

る
人

生
活
に
困
っ
て
い

。
第
三
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

十
二
万
円

。
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
国
庫
債
券

第
六
回
分
は
号

十
五
万
円
、
三
十
万
円

第
八
回
分
い
号

五
万
円
、
二
万
五
千
円

買
上
げ
期
間

来
年
五
月
ま
で

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

-

援

護

相

談

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
お
よ

び
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん
の
援
護
業

務
に
つ
い
て
次
の
日
程
で
あ
り
ま

す。日
時

九
月
二
十
四
日

午
前
十
時

I
午
後
四
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員
県
援
護
課
職
員

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

1

・t
‘t
、i
‘ー‘
t
、l
、.
1
l
‘1
・t
・J

一

選

挙

人

名

簿

の

一

一

登

録

に

つ

い

て

一

一
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
毎
一

一
年
九
月
一
日
現
在
及
び
選
挙
が
一

一
行
わ
れ
る
と
き
に
住
民
票
に
記
一

一
録
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
選
一

一
挙
管
理
委
員
会
が
調
査
を
し
て
一

一
登
録
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
一

一

ま

す

。

一

一
こ
の
登
録
事
務
の
う
ち
、
学
一

一
生
の
住
所
は
就
学
地
の
寮
ま
た
一

一
は
下
宿
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
一

一
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
転
出
届
を
一

一
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
そ
の
就
一

一
学
地
へ
住
民
異
動
の
届
け
出
を
一

一

し

て

下

さ

い

。

一

一
ま
た
、
本
市
に
住
民
登
録
を
一

一
し
た
ま
ま
就
学
地
の
寮
ま
た
は
一

一
下
宿
に
居
住
し
て
い
た
学
生
で
一

一
卒
業
し
た
あ
と
本
市
に
戻
つ
て
一

一
き
て
居
住
し
て
い
る
人
は
選
挙
一

一
管
司
委
員
会
へ
連
絡
し
て
下
さ
一
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